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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 64,188 4.0 △162 ― △73 ― △577 ―
24年3月期第2四半期 61,712 △9.5 △2,514 ― △2,214 ― △2,667 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △635百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △2,661百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 △34.20 ―
24年3月期第2四半期 △157.88 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 58,606 16,658 28.3 981.67
24年3月期 59,173 17,462 29.4 1,029.06
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  16,584百万円 24年3月期  17,385百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 10.00 10.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 15.00 15.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 140,000 3.7 1,900 185.7 2,100 67.1 800 86.5 47.35



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料P.３「サマリー情報（注記事項）に関する事項 （２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注
記事項）に関する事項 (３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商 
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業
況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
P.３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 17,918,252 株 24年3月期 17,918,252 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 1,023,603 株 24年3月期 1,023,603 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 16,894,649 株 24年3月期2Q 16,894,839 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等もあり緩やかに回復しつつあ

るものの、欧州の財政不安による世界的な景気の停滞、韓国、中国との領土問題に端を発した国家間の摩擦による

経済活動への影響も、懸念材料となっており、先行きの不透明感が依然続いております。  

 このような経営環境のなか、当社グループ（当社及び当社の関係会社）は、事業の長期的な成長を重視し、当初

の計画通り商品・サービスの拡大を積極的に推進してまいりました。 

① 「カメラのキタムラ」を５店、「スタジオマリオ」を25店、合計30店出店しました。そのうち、「スタジ

オマリオ」は、「カメラのキタムラ」店舗内に17店併設出店しました。退店は32店舗実施しました。 

② Apple Japanと正規サービスプロバイダ契約を結び、アップル認定正規サービスプロバイダとして、８店

舗にて修理サービスの取扱いをしております。店舗数を拡大し、最終的には各都道府県に１店舗以上を目

指しております。アップル製品の修理サービスの展開により新たな顧客の獲得、既存顧客へのサービスの

充実を図り、現在展開しているiPhone販売の促進にもつながると見込んでおります。 

③ スマートフォンの販売店舗を252店舗に拡大しました。  

④ スマートフォンからのプリントを増やすため、「カメラのキタムラ」全店の受付カウンターデザインを

「スマホからプリント」に変更し、店頭トークも「スマホからプリント」を訴求する内容に統一しまし

た。あわせて、スマートフォンからもプリント注文ができることを訴求したＴＶコマーシャルを開始しま

した。 

⑤ スマートフォンアプリ「マイフォトボックス」をバージョンアップしました。スマートフォンで撮影した

画像データをインターネット上のクラウド型サービスでお預かりし、フォトブックと写真プリントの注文

をご利用いただけるサービスを開始しました。 

⑥ 「スマートフォンから年賀状を注文できるアプリ」を開発しております。増加するスマートフォンユーザ

ーのお客様に、どこからでも簡単に年賀状作成サービスをご利用いただけるよう開発中です。 

⑦ 好評を頂いている「変換・保存サービス」に、従来の「静止画」に加えて、「動画」や「ドキュメントフ

ァイル」などもまとめてＤＶＤに保存できる、「データコピーサービス」を６月より開始しました。 

⑧ 「カメラのキタムラ」店頭のプリント注文機から、「マイフォトボックス」に画像データを預けたり、

「マイフォトボックス」の画像をダウンロードしてプリント注文できるサービスを開発しております。 

⑨ ブックオフコーポレーション株式会社が展開する「ＢＯＯＫＯＦＦ ＳＵＰＥＲ ＢＡＺＡＡＲ大宮ステラ

タウン」内に中古買取センターをオープンしました。カメラ専門店である「カメラのキタムラ」ブランド

と、リユースに強い「ブックオフ」ブランドの相乗効果で、高額商品であるカメラの販売・買い取りの拡

大を目指しております。 

⑩ 弊社ネットショップをモール化し、総合的な商品の提案や、顧客の利便性向上を実現する「eモール」を

開発中であります。また、８月より「カメラのキタムラ」全店舗にタブレット端末を導入し、商品販売時

にその場で説明、関連商品のおすすめ提案をするなどの活用を開始しました。 

⑪ 平成24年９月１日に、当社の連結子会社である株式会社ピクチャリングオンラインを吸収合併しまし

た。企業ブランドの統合を進めるとともに、ネット販売と店舗販売の相乗効果を更に高めていくことを

目指しております。 

⑫ 「eモール」の設計・開発を促進するため、合弁会社「サイエント コマーステクノロジー株式会社」を設

立しました。近年、急速に変化を続けるeビジネス市場において、キタムラの次なるeビジネスの発展のた

め、迅速かつ精度の高いＥＣシステム開発を行うプロフェッショナルなエンジニアを集結させ、更なるビ

ジネスの拡大を目指しております。  

  

  この結果、当第２四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高64,188百万円（前年同期比4.0%

増）、営業損失162百万円（前年同期は2,514百万円の営業損失）、経常損失73百万円（前年同期は2,214百万円の

経常損失）、四半期純損失577百万円（前年同期は2,667百万円の四半期純損失）となりました。 

     

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は58,606百万円となり、前連結会計年度末に比べて567百万円減少しまし

た。これは主に商品の増加600百万円があったものの、現金及び預金が629百万円、受取手形及び売掛金が396百万

円減少したこと等によるものであります。 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は41,947百万円となり、前連結会計年度末に比べて236百万円増加しま

した。これは主に短期借入金及び長期借入金の減少733百万円があったものの、支払手形及び買掛金が404百万円、

前受金が237百万円、賞与引当金が140百万円増加したこと等によるものであります。 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は16,658百万円となり、前連結会計年度末に比べて804百万円減少しまし

た。これは主に利益剰余金746百万円の減少によるものであり、この結果自己資本利益率は28.3％となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成25年３月期の業績予想につきましては、平成24年５月11日公表の「平成24年３月期決算短信」に修正はござ

いません。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

  税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算をしております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

 なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響

は軽微であります。 

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,921 5,291

受取手形及び売掛金 5,971 5,575

商品 11,828 12,428

原材料及び貯蔵品 958 923

前払費用 645 771

繰延税金資産 369 369

未収入金 3,364 3,208

その他 221 220

貸倒引当金 △15 △68

流動資産合計 29,265 28,720

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 13,758 14,031

減価償却累計額 △9,508 △9,660

建物及び構築物（純額） 4,250 4,370

機械装置及び運搬具 1,146 1,192

減価償却累計額 △761 △822

機械装置及び運搬具（純額） 385 369

工具、器具及び備品 8,004 8,047

減価償却累計額 △6,249 △6,231

工具、器具及び備品（純額） 1,755 1,815

土地 5,576 5,576

リース資産 1,006 1,040

減価償却累計額 △633 △607

リース資産（純額） 372 433

建設仮勘定 4 36

有形固定資産合計 12,345 12,602

無形固定資産   

ソフトウエア 1,823 1,771

その他 719 767

無形固定資産合計 2,543 2,538

投資その他の資産   

投資有価証券 603 517

長期貸付金 47 44

長期前払費用 348 321

繰延税金資産 2,336 2,373

敷金及び保証金 10,254 10,066

仕入先長期積立金 1,432 1,422

その他 89 91

貸倒引当金 △92 △91

投資その他の資産合計 15,019 14,745

固定資産合計 29,908 29,885

資産合計 59,173 58,606
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 12,778 13,182

短期借入金 100 3,830

1年内返済予定の長期借入金 8,239 7,092

未払法人税等 290 393

未払消費税等 284 249

未払費用 2,226 2,236

賞与引当金 749 889

役員賞与引当金 10 －

その他 1,876 2,228

流動負債合計 26,556 30,103

固定負債   

長期借入金 10,472 7,156

退職給付引当金 3,223 3,251

役員退職慰労引当金 612 527

商品保証引当金 311 325

資産除去債務 128 135

その他 404 447

固定負債合計 15,154 11,844

負債合計 41,711 41,947

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,852 2,852

資本剰余金 2,419 2,419

利益剰余金 12,531 11,784

自己株式 △539 △539

株主資本合計 17,263 16,517

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 121 67

その他の包括利益累計額合計 121 67

少数株主持分 76 73

純資産合計 17,462 16,658

負債純資産合計 59,173 58,606
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

売上高 61,712 64,188

売上原価 39,085 40,259

売上総利益 22,626 23,929

販売費及び一般管理費 25,141 24,091

営業損失（△） △2,514 △162

営業外収益   

受取利息 4 4

受取配当金 7 7

受取手数料 48 46

仕入割引 96 100

負ののれん償却額 235 －

貸倒引当金戻入額 2 2

その他 105 83

営業外収益合計 501 245

営業外費用   

支払利息 119 117

支払手数料 70 22

その他 11 16

営業外費用合計 201 156

経常損失（△） △2,214 △73

特別利益   

固定資産売却益 0 －

投資有価証券売却益 3 －

特別利益合計 3 －

特別損失   

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 26 42

減損損失 30 79

災害による損失 50 －

その他 1 －

特別損失合計 109 122

税金等調整前四半期純損失（△） △2,320 △195

法人税等 348 385

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,669 △581

少数株主損失（△） △2 △3

四半期純損失（△） △2,667 △577
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,669 △581

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 7 △53

その他の包括利益合計 7 △53

四半期包括利益 △2,661 △635

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,659 △631

少数株主に係る四半期包括利益 △2 △3
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △2,320 △195

減価償却費 1,324 1,340

減損損失 30 79

負ののれん償却額 △235 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3 52

賞与引当金の増減額（△は減少） △176 140

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △10 △10

退職給付引当金の増減額（△は減少） 60 27

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 12 △85

商品保証引当金の増減額（△は減少） 89 13

受取利息及び受取配当金 △12 △12

支払利息 119 117

投資有価証券売却損益（△は益） △2 －

固定資産売却損益（△は益） △0 －

固定資産除却損 28 36

災害損失 50 －

売上債権の増減額（△は増加） △508 396

たな卸資産の増減額（△は増加） △336 △565

その他の資産の増減額（△は増加） △877 △20

仕入債務の増減額（△は減少） △878 136

その他の負債の増減額（△は減少） 528 330

その他 △39 △6

小計 △3,150 1,776

利息及び配当金の受取額 9 8

利息の支払額 △128 △119

法人税等の支払額 △509 △297

営業活動によるキャッシュ・フロー △3,779 1,368

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △570 △1,030

定期預金の払戻による収入 570 1,030

有形固定資産の取得による支出 △665 △764

有形固定資産の売却による収入 0 －

無形固定資産の取得による支出 △297 △369

投資有価証券の取得による支出 － △0

投資有価証券の売却による収入 9 －

敷金及び保証金の差入による支出 △234 △199

敷金及び保証金の回収による収入 297 374

貸付けによる支出 △25 △26

貸付金の回収による収入 21 27

投資その他の資産の増減額（△は増加） △416 △12

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,310 △970
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,600 3,730

長期借入れによる収入 7,430 100

長期借入金の返済による支出 △4,034 △4,563

自己株式の取得による支出 △0 －

配当金の支払額 △336 △169

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △116 △125

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,541 △1,027

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △548 △629

現金及び現金同等物の期首残高 4,564 5,088

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,016 4,459
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 該当事項はありません。   

   

 該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△364百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△421百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額57百万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の経常損失と調整を行なっております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 当第２四半期連結累計期間において、のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 当第２四半期連結累計期間において、重要な負ののれん発生益はありません。  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

報告セグメント

その他

（注）１
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

店舗販売 通信販売 レンタル
服飾卸

販売  
計

売上高                 

外部顧客への売上高  48,308  5,980 2,608  869 57,768 3,944  61,712  － 61,712

セグメント間の内部売上高

又は振替高  2  － 0  59 62  64  126  △126 －

計  48,311  5,980 2,608  929 57,830 4,008  61,839  △126 61,712

セグメント利益又は損失

（△） 
 △2,129  29 55  175 △1,868 18  △1,850  △364 △2,214
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医療用機器販売事業等を含

んでおります。 

２．セグメント利益又は損失の調整額△380百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△384百万円、

グループ会社間の未実現損益の調整による影響額３百万円が含まれております。 

３．セグメント利益又は損失は、四半期損益計算書の経常損失と調整を行なっております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

   従来、報告セグメントとして記載する事業セグメントについては、「店舗販売事業」「通信販売事業」

「レンタル事業」「服飾卸販売事業」としておりましたが、「店舗販売事業」と「通信販売事業」を集約

し、また「写真卸販売事業」を追加して、「店舗販売事業」「レンタル事業」「服飾卸販売事業」「写真卸

販売事業」の事業セグメントに変更することといたしました。 

   「店舗販売事業」と「通信販売事業」を集約した理由は、従来の報告セグメントである「店舗販売事業」

と「通信販売事業」を一体とすることで、経営資源の集中と管理の合理化を図り、事業グループの成長戦略

実現のための組織体へと変革することを目的とした組織改革（平成24年９月１日実施）に伴うものでありま

す。 

   「写真卸販売事業」を追加した理由は、重要性が増したためであります。 

   当該変更に伴う前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）に係る報告

セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は以下の通りであります。 

（単位：百万円）

（注） セグメント利益又は損失の調整額△304百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△361百万円、グ

ループ会社間の未実現損益の調整による影響額57百万円が含まれております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。 

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 当第２四半期連結累計期間において、のれんの金額の重要な変動はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 当第２四半期連結累計期間において、重要な負ののれん発生益はありません。  

  

報告セグメント

その他

（注）１
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

店舗販売 レンタル 
服飾卸

販売  
写真卸

販売  
計

売上高                 

外部顧客への売上高  56,371  2,593 797  2,098 61,860 2,328  64,188  － 64,188

セグメント間の内部売上高

又は振替高  9  － 48  67 125  0  125  △125 －

計  56,380  2,593 845  2,166 61,986 2,328  64,314  △125 64,188

セグメント利益又は損失

（△） 
 59  86 113  △53 206 100  307  △380 △73

  

報告セグメント

その他 合計 
調整額 
（注） 

四半期連結

損益計算書

計上額 店舗販売 レンタル 
服飾卸

販売  
写真卸

販売  
計

売上高                 

外部顧客への売上高  54,289  2,608 869  1,766 59,535 2,177  61,712  － 61,712

セグメント間の内部売上高

又は振替高  2  0 59  64 126  －  126  △126 －

計  54,292  2,608 929  1,831 59,661 2,177  61,839  △126 61,712

セグメント利益又は損失

（△） 
 △2,159  55 175  △68  △1,997  87  △1,910  △304 △2,214
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